
この会報は、Ｓｅｃｕｒｅ会の活動報告・各種有用な技術情報掲載を主として年 2回発行（9月・3月）いたします。本研究会では、ジオシンセティック

スを用いた土構造物の変形抑制工法の研究開発と普及のため活動しています。皆様からのご意見をお待ちしています。   代表理事 久保幹男

１．液状化変形抑制工法（SECURE-G 工法） 設計の紹介

東京工業大学の遠心模型実験により、ＳＥＣＵＲＥ－Ｇ工法の変形抑制効果を確認するとともに、設計方法を定めました。 

設計計算および液状化変形解析により、構造仕様を定めることができるようになりました。 

液状化変形抑制工法（SECURE-G）技術資料は、「http://www.etp21.co.jp/material.html」から取得できます

（１）構造仕様

◆構造：盛土直下の基盤にジオシンセティックスを挟み込

んだ砕石層を構築し、液状化による盛土変形を抑制 

◆施工性：ジオシンセティックス敷設と土工事による簡易

な工法であり、地元業者による施工が容易 

◆直接工事費：安価（天端幅10m,盛土高 7m：約 30万円/m） 

◆変形抑制：盛土の不等沈下と側方変形の抑制、最大沈下

量を 60％程度までに抑制 

◆NETIS 等取得：NETIS/TH-140012-A、特許/第 4262292 号 

◆対策工法の目的：レベル 1地震動の性能 2、レベル 2地震

動の性能 3を満足させるための対策工法 

（２）設計の概要

◆ジオシンセティックスの設計： 

砕石とジオシンセティックスの複合構

造体を地盤（弾性支承）に支持された梁と

してモデル化 

弾性支承上の梁モデルから得られる曲

げモーメントから、RC断面照査方法により

ジオシンセティックスの引張張力を算定 

引張張力を満足する材料を選定 

◆盛土変形抑制対策の設計： 

遠心模型実験の結果と整合させたFEM解

析モデルを構築 

ＡＬＩＤ液状化変形解析（FEM）により、

液状化影響に伴う現況（対策前）と対策後

の盛土変形量を予測 

 解析結果に基づき、目標性能（例えば最

大沈下量）を満足できる構造仕様を設計 
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２．SECURE 会 講演会開催の報告（H27.10/5）

SECURE会は、橋台背面・津波多重防御・重要道路などの盛土の耐液

状化が求められる中、産学の共同を進めており、その一環として講演会を

開催しました。本講演会では、東京電機大学の安田進教授に「液状化によ

る道路・盛土等の被災事例と対策」と題してご講演いただきました。 

 設計コンサル他、80名程に参加いただき、盛大な講演会となりました。 

【プログラムの概要】 

 ◆ご挨拶  SECURE 会 代表理事 久保幹男 

 ◆液状化による道路・盛土等の被災事例と対策  東京電機大 安田進教授 

  ◆液状化対策工法の紹介 

  ・D ボックス  メトリー技術研究所 代表取締役 野本太 

  ・液状化変形抑制工法  ｴﾀｰﾅﾙﾌﾟﾚｻﾞｰﾌﾞ 開発部長 倉知禎直 

H27.10.5 講演会開催状況 

３．トピックス：国交省が「道路土工構造物技術基準」を制定

◆国土交通省は「道路土工構造物技術基準」を新たに制

定し、各地方整備局、NEXCO、自治体等へ通知 

◆平成 27 年 4 月 1 日からの設計に適用 

◆基準のポイント 

・「安全性」「使用性（供用性）」「修復性」を踏まえ、施設の

重要度に応じ、3 段階の要求性能を明確化（右記） 

・調査、計画、設計における要求性能の設定に当たって

は、橋梁と盛土等、連続又は隣接する構造物との整合を

規定 ⇒例えばアプローチ盛土も、隣接する橋梁と同等

の耐震性能が求められる

★今後、盛土等の土工構造物においても、要求性能に

応じた対策が求められる 

国土交通省ホームページより ttp://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000495.html  

講演会資料の一例 
1983.日本海中部地震 

2011.東日本大震災 


